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　　　　《交通のご案内》

越後交通の定期バスをご利用ください。

（行き）十日町駅（東口）発

　　　　　9＝10　10＝15
（帰り）ベルナティオ発

　　　　14＝20　16＝OO
※自家用車の方は第1駐車場をご利用く

　ださい。

◆問い合わせ　新潟県きもの園遊会in十

　日町実行委員会事務局（十日町商工会
　議所智57－5111）へ。
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懸
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懲
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蟄

1人ひとりの意識から

　
日
本
剛
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
健

康
づ
く
り
フ
ェ
ア
．
市
民
福
祉
ま
つ
り
が
9
月
2
0
日
㈹
・
2
1
日
㈲
の

両
日
、
市
民
会
館
と
ク
回
ス
ー
0
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
2
0
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
・
健
康
づ

く
り
団
体
と
し
て
大
井
田
地
区
体
育
協
会
が
、
良
い
歯
の
高
齢
者
に

関
ロ
貞
治
さ
ん
（
昭
和
町
1
・
8
0
歳
）
と
大
島
イ
シ
さ
ん
（
幸
町
・

73

歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
そ
の
後
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
」

と
題
し
た
、
由
美
か
お
る
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ロ
ス
ー
0
会
場
で
は
2
0
日
．
2
1
日
と
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ

ー
ナ
ー
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

欝

　
　
　
　
臨

ヘルシーエクササイズウオーキング（ク百気

m～下川原町～妻有大橋～信濃川提防～稲荷
町～緑道～クロス10を歩く5kmのコース）
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2
0
日
夜
、
市
民
会
館
で
は
式
典
、
各
種

表
彰
式
終
了
後
、
由
美
か
お
る
さ
ん
の
講

演
会
が
行
わ
れ
、
約
7
0
0
人
の
聴
衆
が

「
西
野
流
呼
吸
法
」
に
よ
る
健
康
法
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

入
場
し
た
由
美
さ
ん
は
、
「
今
日
は
、
皆
さ

ん
か
ら
健
康
管
理
や
若
さ
を
保
つ
秘
訣
を

覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
今
日
ま
で
風
邪
も
ひ
か
ず
、
体
重
も

変
わ
ら
ず
健
康
な
体
で
過
ご
し
て
い
る
の

は
両
親
と
西
野
先
生
の
お
陰
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
「
西
野
流
呼
吸
法
」
で
日
本
中

の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
様
々
な
病
か
ら

立
ち
直
っ
た
例
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
「
都
内
の
人
で
内
臓
が
悪
く
、
家
を
新

築
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の

呼
吸
法
で
病
気
が
直
り
、
気
分
を
良
く
し

て
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
買
う
と
6
千
万
円

が
当
た
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
偶

然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
の
話
な
ん

で
す
よ
。
ま

た
、
7
0
歳
近

い
女
性
で
医

師
か
ら
骨
粗

し
ょ
う
症
と

診
断
さ
れ
、

あ
な
た
の
年

齢
で
骨
が
よ

み
が
え
る
こ

と
は
な
い
と

い
わ
れ
た
方

が
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ

が
、
渋
谷
の

が
分
か
り
ま
す
」

　
「
こ
の
呼
吸
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
は

簡
単
で
す
。
ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
全
身
の

西
野
道
場
に
通
い
始
め
た
ら
骨
が
よ
み
が

え
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
呼

吸
法
を
や
っ
て
い
る
と
、
呼
吸
の
大
切
さ

力
を
抜
い

て
、
温
泉
に

浮
か
ん
で
い

る
イ
メ
ー
ジ

を
描
い
て
く

だ
さ
い
。
人

間
は
お
母
さ
・

ん
の
お
な
か

の
羊
水
の
中

で
育
っ
た
の

で
す
か
ら
、

こ
れ
が
基
本

で
す
。
次
に

大
木
の
イ
メ

ー
ジ
で
、
根
（
足
）
か
ら
水
を
吸
い
上
げ

て
く
る
よ
う
な
感
じ
で
、
鼻
で
息
を
吸
い

上
げ
ま
す
。
足
、
お
な
か
、
頭
と
吸
い
上

げ
て
い
っ
た
ん
止
め
ま
す
。
そ
れ
か
ら
細

く
長
く
口
か
ら
息
を
吐
い
て
い
く
ん
で
す
。

簡
単
で
し
ょ
。
西
野
流
呼
吸
法
を
行
う
と

血
流
が
良
く
な
り
ま
す
。
人
間
の
体
は
約

60
兆
の
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
血
液
の
流
れ
が
細
胞
を
活
性
化

さ
せ
る
ん
で
す
ね
」

　
「
と
に
か
く
人
生
は
一
回
だ
け
で
す
。

色
々
な
こ
と
に
感
動
で
き
る
体
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
感
動
は
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
一
杯

あ
り
ま
す
。
す
て
き
な
人
に
出
会
っ
た
ら
、

な
ん
て
カ
ッ
コ
い
い
ん
だ
ろ
う
と
体
全
体

で
感
動
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
よ
く

長
生
き
の
秘
訣
は
恋
を
す
る
こ
と
だ
と
い

う
人
が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
恋

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
ま
ず
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
は
自

分
で
す
。
ぜ
ひ
自
分
を
変
え
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
ま
た
、
由
美
さ
ん
は
講
演
の
中
で
呼
吸

法
の
実
演
も
行
い
、
会
場
の
人
た
ち
に
伝

授
す
る
な
ど
、
終
始
熱
気
あ
ふ
れ
る
講
演

会
で
し
た
。

一圏本一の健康都欝づくゆ事業一

健康繍リンピ響ク
露健康嚢くゆ翻o日運動」

　　　　　　　が始まります

　策類は日漆馨の健康都衛づく璽を園指

し懇、穣々懸保健事業を行っ紫籔》ます。．

叢舞の皆さんが趨健康磁難繍る意識誉高

め誕も熱願．継続麟羅健康翻蕉璽巻し誕

懇壌麟滋麟、健康漆婁ン赴鞭銘総健康づ

《弗⑧繭運動難犠壕ず。健康は栄養、

運動、休養謹各種検診庭諜る健康謙まッ

タ輝犬翻懸塗。擬健康蓑く塑3⑧◎日運動」

懇は、体鞍動翻婁運動逡検診鷹つ輪て取

9縄ん懇懇籔嫁騰。

口期聞薯成g薙歪鯛1国へ・

　　　　　　　　平成銘隼8月31臼

口運動の種鼠縁臼の運動の目安）

①ジョギンダ・汐オーキング

　　＊δ◎歳以圭・一・・一一一・一・逡㎞以上

　＊⑮◎歳黍瀞・・一・一…一・優・・3盤以圭

②灘翔黙繰、毅翼識体繰、

　　健康法体操一・一・肇一一魂5分以土

③馨一繋恭一ル、ダンス、蝿講

　　　　　　　　・・一…奉一翻懸以堂

④ぞの慰騰羅鎌毅潔ダ、野球、譲輪霧一潔

　一ヌ騨駕　タ毅壽繋一遮裁ど灘・・盤O分囎3⑧灘以≧慧

灘検診穫田　①建蝿健診．織場健診

②胃鱒駕検診　③嚢膓溺駕検診

＠魏輝難検診　③暴欝鎌駕穣診

，⑥灘鰹難縫診⑫戴購糠鍵

・灘鐵認録整謎㈱⑧の驚蒸購覇
　嬢藻耀。健叢編難諜．餐饗羅鍍．総奢．

蕪蒋館．縫嚢福灘魏議饗雛醜欝懇漢

鱒．運動鞭縫診懇響類懸都麓窯纂翻懇

塗聾羅麟覇群、

ロ闘糠奮轍懲　健康魑継謙健康繕進係

　《姪灘一認難鐙戴。

平成9年9月25日号5



　　ひさと　し
新宅永灯至氏迎え

　第1回スポーツ講演会
　市教育委員会・市体育協会主催によ

るスポーツ講演会が9月5日働、市民

会館で開催されました。第1回目とな

る今回は、・陸上競技をテーマとし、講

師に元オリンピック日本代表で現在は

当市出身の小林雅幸選手を指導する、

新宅永灯至氏を迎えて行われました。

演題は「オリンピックヘの道」で、自

らが日本代表としてスタートラインに

立ち、ゴールするまでに得た貴重な経

験を熱心に語ってくれました。

　また、活躍が期待される小林選手に

ついては、「焦らず、徐々にマラソンに

耐えうる走りにしていきたい。また、

体育の日に新潟市でのハーフマラソン

に出場するので、ぜひ応援をお願いし

ます」と話していました。

翼叢讐

鰯

妻
　
　
』

羅

㈱日本損害保険協会が
水槽付消防ポンプ自動車寄贈

　水槽付消防ポンプ自動車が9月8日

（月）、㈹日本損害保険協会から十日町地

域広域事務組合に寄贈されました。今

回寄贈された水槽付消防ポンプ自動車

は、1，7002の水槽を持ち、毎分2，800

2以上の放水が可能です。これは国の

最高規格の性能で、普通の消防自動車

の5台分の威力があります。また、消

防署では今回の寄贈に合わせ、最も古

いものを1台破棄するとともに、この

ポンプ自動車を南分署（津南町）に配

置する予定です。

　記者会見の席上、村山消防長は「大

型の割に小回りがきき非常に使いやす

い。初期消火と、1，7002の水槽を生か

して山林火災などの消火に大きな効果

が期待できる」と話しました。

おめでとうこざいます
新規100歳、金澤壮一さん

　9月15日の敬老の日を前に9月12日

働、今年度100歳の仲間入りをした金澤

壮一さん（姿）を本田市長と石坂十日

町地域福祉センター所長が表敬訪問し

ました。石坂所長からは内閣総理大臣

からのお祝い状と銀杯、県知事からの

お祝い状と記念品が、本田市長からは

お祝い状と合わせ、10万円のお祝い金

や記念品が手渡されました。

　子供7人、孫16人、ひ孫20人を持つ

金澤さん。耳は遠くなりましたが、目

のほうはしっかりしていて今でも新聞

を読むとのこと。また、相撲が大好き

で場所が始まるとテレビ観戦も欠かし

ません。若いころから農業一筋、食事

面でも好き嫌いがなく、お酒は適度に

タバコは絶対吸わないそうです。

地
域
高
規
格
道
路
十
日
町
・
六
日
町
間
10
㎞

　
　
　
「
整
備
区
間
』
に
指
定
、
建
設
省
直
轄
で
整
備

　
建
設
省
は
9
月
1
0
日
付
け
で
地
域

高
規
格
道
路
の
新
た
な
「
調
査
区
間
」

と
「
整
備
区
間
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
県
内
で
新
た
に
「
整
備
区

間
」
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
上
越
魚

沼
地
域
振
興
快
速
道
路
（
上
越
・
六

日
町
間
・
6
0
㎞
）
の
内
、
十
日
町
（
椌

木
）
・
六
日
町
（
余
川
）
間
の
1
0
㎞
と
、

長
岡
東
西
道
路
（
3
㎞
）
で
す
。
ま

た
、
十
日
町
・
六
日
町
間
は
建
設
省

直
轄
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
も
決
定
し

ま
し
た
。

　
「
整
備
区
間
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
来
年
度
か
ら
事
業
化
に
向
け

て
用
地
買
収
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
都
市
計
画
決
定
や
、
環
境
影

響
評
価
の
手
続
き
、
実
施
設
計
、
地

元
と
の
協
議
な
ど
を
進
め
る
着
工
準

備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
残
り
の
八
箇
峠
か
ら
国
道

1
1
7
号
取
り
付
け
部
分
ま
で
の
3

㎞
に
つ
い
て
も
、
全
線
の
状
況
を
見

な
が
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
「
整

備
区
間
」
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
、
調

査
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
今
後
は
計
画
路
線
と
な
っ
て
い

る
十
日
町
・
松
代
間
の
早
期
「
調
査

区
間
」
へ
の
編
入
へ
の
働
き
か
け
も

行
わ
れ
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
と
は

　
地
域
高
規
格
道
路
は
、
自
動
車
専

用
道
路
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
を
通
る
上
越
魚
沼

地
域
振
興
快
速
道
路
は
、
1
種
3
級

の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
が

行
わ
れ
る
計
画
で
す
。
こ
の
場
合
、

片
側
2
車
線
で
設
計
速
度
は
8
0
㎞
と

な
り
、
2
輪
車
等
は
排
気
量
に
よ
り

通
行
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
完
成
す
る
と
、
上
越
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
・
六
日
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
（
6
0
㎞
）
は
4
4
分
で
結
ば
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
十
日
町
・
六
日
町
間

は
約
1
0
分
で
、
十
日
町
・
上
越
間
は

約
3
0
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
通
行
料
金
は
全
区
間
無

料
で
す
。

　
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
は
、
高

速
道
路
網
を
補
完
し
、
主
要
都
市
と

各
都
市
間
の
時
間
的
な
距
離
を
短
縮

し
た
り
、
物
の
流
れ
を
効
率
化
し
た

り
し
て
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
く

つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
速
交
通
体
系
か
ら
は
ず

れ
た
地
方
都
市
、
中
山
間
地
や
農
山

村
地
域
ま
で
も
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
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灘

こ協力ください、10月1日から

飯山線の列車がワンマン運転に

　飯山線の列車が10月1日㈱から、一

部の列車を除きワンマン運転になりま

す。駅員のいる駅（長野、北長野、三

才、豊野、飯山、戸狩野沢温泉、十日

町、越後川口）では乗り降りの方法は

変わりません。駅員のいない駅では次

のように乗り降りしてください。

■1両編成の場合　後部ドアから乗車

し整理券を取ってください6前部（運

転士寄り）ドアから運賃と整理券を運

賃箱に入れて降りてください。定期券

のお客様は整理券を運賃箱に入れ、運

転士に定期券を見せてください。

■2両編成の場合　前の車両から乗り

降りしてください。後ろの車両のドア

は開きません。乗り降りの方法は1両

編成と同様です。

情
報
館
建
設
工
事
（
建
築
本
体
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
入
札
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

　
情
報
館
建
設
工
事
は
、
高
度
な
技

術
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、
県
内
外

大
手
建
設
企
業
と
地
元
企
業
と
の
特

定
共
同
企
業
体
に
よ
る
工
事
発
注
で

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
入
札
方
法
は
公
募
型
指
名
競
争
入

札
と
し
、
7
月
2
2
日
か
ら
3
0
日
ま
で

公
告
し
て
企
業
の
応
募
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
応
募
の
あ
っ
た
1
1
の
特

定
共
同
企
業
体
に
つ
い
て
書
類
審
査

を
し
、
8
月
2
5
日
を
入
札
日
と
し
た

入
札
指
名
通
知
書
を
出
し
ま
し
た
。

　
8
月
中
旬
、
こ
の
情
報
館
建
設
工

事
の
入
札
に
つ
い
て
差
出
人
不
明
の

談
合
情
報
文
書
が
一
部
に
流
れ
ま
し

た
。
内
容
は
特
定
の
業
者
名
を
あ
げ

て
、
談
合
で
落
札
者
が
決
ま
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
8
月
2
2
日
に
市
議
会
全

員
協
議
会
に
報
告
し
、
議
会
の
意
見

を
聴
い
た
う
え
、
警
察
へ
調
査
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
各
企
業
体
か
ら
事
情
聴

取
を
行
い
、
談
合
の
事
実
は
な
い
と

判
断
し
、
談
合
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

契
約
を
解
除
さ
れ
て
も
よ
い
旨
の
誓

約
書
の
提
出
を
求
め
た
う
え
で
、
8

月
2
5
日
に
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

　
8
月
2
9
日
の
臨
時
市
議
会
に
契
約

の
承
認
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

議
会
で
は
落
札
者
が
、
事
前
に
流
さ

れ
た
談
合
情
報
文
書
の
業
者
と
同
じ

だ
っ
た
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
慎
重

に
審
査
を
す
る
た
め
継
続
審
査
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
件
を
付
託
さ
れ
た
議
会
運
営

委
員
会
で
は
、
入
札
結
果
調
書
や
各

企
業
体
の
見
積
書
な
ど
を
資
料
と
し

て
審
査
す
る
一
方
、
警
察
に
も
出
向

い
て
意
見
を
聴
く
な
ど
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
業
協
会
で
も
会
員
全

社
に
事
情
聴
取
を
し
て
、
談
合
の
事

実
は
な
か
っ
た
た
め
、
早
期
に
議
決

し
て
ほ
し
い
旨
の
申
し
入
れ
を
議
会

に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
4
回
に
わ

た
り
慎
重
な
審
査
を
し
た
結
果
、
今

後
十
分
な
情
報
公
開
と
疑
惑
が
発
生

す
る
余
地
の
な
い
厳
格
な
入
札
を
実

施
す
る
こ
と
な
ど
、
5
項
目
の
附
帯

決
議
を
付
け
て
9
月
1
8
日
の
第
3
回

定
例
市
議
会
本
会
議
で
、
賛
成
多
数

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
厳

正
な
入
札
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

第
2
回
十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

　
　
　
～
秋
を
満
喫
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
エ
コ
・
ウ
オ
ー
ク
～

　
市
で
は
、
空
き
缶
や
タ
バ
コ
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
定
め
た
「
十
日

町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
」

の
制
定
を
契
機
に
、
清
潔
な
町
を
目

指
し
て
5
月
1
0
日
に
全
市
を
対
象
に

し
た
第
1
回
十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
を
会
場
に
第
2
回
十
日
町
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
1
0
月
2
5
日
㈹

　
　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
正
午

磨
集
合
場
所
　
市
役
所
正
面
駐
車
場

■
内
容
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
全

　
線
の
ド
ラ
イ
ブ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
（
3
㎞
）
。
展
望
台
等
で
ご
み
拾
い

　
を
行
い
ま
す
。

市
マ
イ
ク
ロ
“
市
役
所
発
↓
魚
沼

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
十
二
峠
（
中
里
村
）

　
↓
魚
沼
展
望
台
↓
十
日
町
展
望
台

　
↓
護
国
観
音
↓
八
箇
峠
↓
市
役
所

着
■
定
　
員
　
1
0
0
人
（
先
着
順
）

■
そ
の
他
　
①
景
品
が
当
た
る
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
す
。
②
軍
手
、
雨
具

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
ご
み
袋

は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
）
。

■
申
し
込
み
　
1
0
月
1
7
日
働
ま
で
に

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
暦
5
7

1
3
1
1
1
）
へ
。

＆
る
さ
と
環
境
価
値
㎜
選
実
施

　
　
　
～
地
域
の
環
境
づ
く
り
事
例
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
～

　
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
中
心

に
な
っ
て
自
然
環
境
の
保
全
や
創
造

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
「
ふ
る

さ
と
環
境
価
値
づ
く
り
1
0
0
選
」

と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　
県
に
推
薦
す
る
市
内
の
代
表
事
例

を
選
定
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
環
境

保
全
事
例
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
身
近
な
環
境
の
維
持
・

　
復
元
ま
た
は
今
後
新
た
に
実
施
す

る
計
画
で
す
。
具
体
的
に
は
①
緑

や
水
辺
な
ど
の
自
然
環
境
②
植

物
、
鳥
類
、
昆
虫
な
ど
の
生
き
物

③
町
並
、
歴
史
建
造
物
の
景
観
な

　ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
た
だ

し
、
住
民
が
関
与
し
な
い
公
共
事

業
等
に
よ
る
整
備
は
対
象
外
。

■
申
し
込
み
　
1
0
月
1
5
日
㈱
ま
で
に

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

　
．
麟

鑛
　
難
灘
鰻

繊

麗鑛、

，
騨

　
　
　
　
　
　
　
，

　
信
濃
川
と
の
出
会
い
は
、
子
供
の

こ
ろ
に
父
や
友
人
と
釣
り
に
行
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
昭
和

25

年
か
ら
は
、
本
格
的
に
ヤ
マ
メ
釣

り
を
始
め
ま
し
た
。
3
0
年
代
以
降
は

中
魚
沼
漁
業
協
同
組
合
に
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
放
流
に
携
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
信
濃
川
は
豊
か
な
表
情
を

持
っ
て
い
て
、
溜
ま
り
や
淵
、
瀬
、

蛇
行
な
ど
多
く
の
変
化
に
富
ん
で
い

ま
し
た
。
溜
ま
り
は
魚
影
が
濃
く
、

大
水
の
時
に
は
魚
の
逃
げ
場
に
も
な

っ
て
い
た
の
で
す
。
同
時
に
、
信
濃

川
に
注
ぐ
支
流
や
小
川
に
も
多
く
の 方一夫さん（本町2丁目）

　　　　　　　　●

　今月のテーマは、「信濃川の思い出」

です。

　　　　　「きものと私』

　10月12日に「新潟県きもの園遊会in

十日町」が開催されます。きもののす

てきな着こなし方や、きもの文化に生

きづく技術のすばらしさ等、あなたの

思いをお寄せください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　10月10日働までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

豊
か
な
信
濃
川
の
表
情
を
取
り
戻
す
た
め
に

生
き
物
が
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
の
川
原
に
は
巨
石
が
多

く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
石
に
名
前
を
付

け
た
く
な
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
景
色

で
し
た
。
早
朝
に
川
に
出
か
け
て
は
、

巨
石
を
た
ど
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ

ン
ト
で
糸
を
垂
ら
す
の
で
す
。
し
ば

ら
く
し
て
帰
る
こ
ろ
に
は
、
常
に
2
0

尾
以
上
の
釣
果
が
あ
り
、
川
に
心
か

ら
感
謝
し
た
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
年
か
ら
大
き

　
　
　
く
さ
び

な
石
に
懊
が
入
っ
て
割
ら
れ
、

い
つ
の
ま
に
か
見
事
な
石
は
作

業
に
邪
魔
だ
か
ら
と
取
り
除
か

れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
並

行
し
て
魚
の
住
み
家
で
あ
る
溜

ま
り
も
消
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
河
床
に
手
を
加
え
る
時
に
人

間
の
都
合
で
真
っ
平
ら
に
す
る

こ
と
は
川
の
表
情
を
奪
い
、
更

に
河
床
を
下
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
多
く
の
小
川
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
生
き
物
の
産

卵
や
奔
流
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
近
こ
れ
に
気
づ
い
た
建
設
省

が
、
工
事
に
人
工
石
や
擬
石
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の

救
い
で
し
ょ
う
ね
。
川
を
守
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
心
に
置
き
な
が
ら
、
今

後
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
信
濃
川
に
親

し
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．懸糞鐘欝繋懸鑛，
　　　　　泌　　　　　　　　　　　　　糊磯　 機蝉融　　　　　　 懸
　　淵　蝋　 蝋謙難懸　齢　　蝋離榊一漁
　灘纒　　齢　　瓢脳　　＿繍灘構辮　　一刷幽欄
榔　　騨＿　 懸鱒　愚繊　鰍淵　洲蝋　騰　繋騨一　　鐵灘灘灘欝縫叢難　勲・
灘灘一灘嚢繍獲難嚢灘灘　騰難
灘融灘騰鑛難　繕懸鱗　　　　　　．　繋

懸羅難　一．轄馨
　灘醸　 灘　　　獄懸．、灘　驚轡
　　　五十問の溜まりの水泳（昭和初期）

⑱

．潔騰層
　　いちぱ舶いいて

東京都大田区上池台1－28－12（66歳）稲垣祥一さん

　
私
に
と
っ
て
十
日
町
は
生
ま
れ
育
っ
た
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校
卒
業
ま
で
は
東
京
、

終
戦
を
は
さ
む
3
年
問
は
長
岡
、
次
に
移
り
住

ん
だ
の
が
十
日
町
で
、
生
活
し
た
の
は
3
年
程

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
妙
に
懐
か

し
く
、
知
己
友
人
も
多
く
、
い
わ
ば
故
郷
に
近

い
感
懐
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
で
の
思
い
出
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

「
豪
雪
」
と
い
う
感
覚
が
最
初
に
き
ま
す
。
降

っ
て
も
2
～
3
日
で
消
え
る
東
京
の
雪
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
長
岡
の
雪
で
も
十

分
驚
く
に
値
し
ま
し
た
が
、
十
日
町
は
そ
の
比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
1
月
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
降
ら
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
当
時
、

私
の
家
は
街
は
ず
れ
に
あ
り
、
隣
の
家
ま
で
5
0

m
は
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
毎
朝
必
ず
カ
ン
ジ
キ

を
履
き
、
そ
の
問
の
道
つ
け
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
な
労
働
で
、
雪
の
降

る
中
ビ
ッ
シ
ョ
リ
と
汗
を
か
い
た
も
の
で
し
た
。

だ
か
ら
私
に
と
っ
て
雪
は
、
楽
し
く
遊
ぶ
も
の

で
は
な
く
、
敵
と
し
て
戦
う
も
の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
た
だ
一
つ
雪
の
夜
の
密
か
な

楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
千
手
と
十
日

町
の
間
に
は
軽
便
鉄
道
が
通
っ
て
い
て
、
そ
の

鉄
橋
を
渡
る
ほ
う
が
便
利
な
人
た
ち
が
い
ま
し

た
。
彼
等
は
、
橋
か
ら
最
初
の
人
家
で
あ
る
私

の
家
の
所
ま
で
く
る
と
、
こ
れ
か
ら
街
に
入
る

と
い
う
気
持
ち
か
ら
か
、
男
も
女
も
老
い
も
若

き
も
、
そ
こ
の
街
灯
の
下
で
用
を
足
し
た
の
で

す
。
中
に
は
ハ
ッ
と
す
る
ほ
ど
の
美
形
も
い
て
、

寒
い
雪
の
夜
の
苦
し
い
受
験
勉
強
を
続
け
る
私

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
最
高
の
精
力
剤
と
な
っ
た
、

の
で
す
。
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須藤一雄さん（中条島）

　
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、

昔
は
信
濃
川
が
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
私
は
昭
和
4
年
生

ま
れ
で
、
小
学
校
の
時
は
プ
ー
ル
な

ど
な
く
、
信
濃
川
で
泳
い
だ
も
ん
で

す
。
水
は
満
々
と
し
川
底
も
見
え
、

水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
だ
ん
で
す
よ
。

　
下
げ
針
で
ナ
マ
ズ
を
取
っ
た
り
、

稲
刈
り
が
盛
り
の
1
0
月
に
は
ツ
ヅ
で

直
径
が
1
0
㎝
も
あ
る
蟹
（
モ
ズ
ク
ガ

ニ
）
が
手
ぬ
ぐ
い
袋
に
入
り
き
れ
な

時
期
に
な
る
と
魚
が
遡
上
し
た
豊
か
な
大
河

い
ほ
ど
取
れ
た
も
の
で
す
。
孫
じ
い

　
　
　
　
　
　
や
な
ば

さ
ん
の
代
か
ら
簗
場
を
造
っ
て
い
た

も
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
続
い
て
私

も
3
0
歳
ま
で
仲
問
と
や
っ
た
ん
で
す

よ
。
7
月
の
水
が
温
か
く
な
る
こ
ろ

に
川
に
入
っ
て
簗
場
を
造
る
ん
で
す
。

8
月
の
お
盆
過
ぎ
か
ら
産
卵
場
所
を

探
す
鮎
が
、
そ
ば
の
花
が
盛
り

の
十
五
夜
こ
ろ
に
は
ウ
ナ
ギ
が

取
れ
だ
す
ん
で
す
。

　
何
と
い
っ
て
も
豪
快
な
の
は

鮭
で
し
た
ね
。
彼
岸
に
な
る
と

は
つ
な

初
名
と
呼
ば
れ
る
真
っ
白
な
鮭

が
上
り
始
め
、
1
1
月
の
み
ぞ
れ

が
降
り
出
す
こ
ろ
ま
で
取
れ
る

ん
で
す
。
一
軒
当
た
り
3
百
尾

ほ
ど
に
な
っ
た
年
も
あ
っ
た
ん

で
す
よ
。

　
こ
の
よ
う
な
大
河
で
す
か
ら

氾
濫
す
る
と
ひ
ど
い
も
の
で
し

た
ね
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
2
0
年
9

月
末
の
大
洪
水
で
す
。
鴨
田
と
新
田

の
田
が
川
原
と
化
し
、
災
害
復
旧
に

10

年
か
か
り
ま
し
た
。
川
幅
は
昔
と

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
で

は
歩
い
て
渡
れ
る
川
が
、
泳
い
で
渡

れ
る
人
も
少
な
か
っ
た
も
ん
で
す
。

嚢
灘
灘
講
、

腿
欄
灘
繊
灘
．

撫　
灘

　
醐
　
、
藤

　
齢

　
　
　
鑛

　
　
　
謙
燕
懸騨

　
灘
．

　　　　　　雛
　　　　　欝　　　灘　難繊
灘

戴
覇

灘
・

ツヅでの魚取り（昭和30年ころ）

灘
青
霧
桑
グ
企
ヴ
ー
4
⑳

由空に伸びるクレーンの操縦は、気持ちが
目いいですね。重機の運転がしたくて勤め

ました。入社1年4か月の新米ですが、この

間、大型、大特、クレーン、玉かけ、高所作

業車の免許を取らせてもらいました。高い所

への資材等の運搬ですから、頭上の電線には

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
特
取
運
す
か
時
会
繁
す
り
希
も

　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
の
資
し
味
す
　
　
　
い

計
類
臆
趣
　
　
旗

趣　味は中学からやっているソフトテニスで

　す。多い時は週4日、ナイター練習に出

かけます。大会が多く日曜日もテニスで過ご

すことがひん繁です。仕事の体力づくりも兼

将　来は小売りの商売ができればと、まだ漠

　然ですが希望があります。たとえ一人で

あったとしても社長ですからね。母がやって

いる日用雑貨の仕事を小さいころから見てき

たからかもしれません。様々なことを体験で

きる、この若者の特権を大切にしたいと考え

ています。

※コート狭しと白球を追いかける渡辺さんの紹介で、

　次回は梧沢恵子さんにバトンタッチ。

　　　　が　　　　のゆ　　　　♂〆ダ』’

o　 ．．〆　 ノ

ト　〆避〆
＼29り

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

智
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

虎
ノ
門
で
新
潟
県
の

　
　
観
光
説
明
会
を
開
催

　
9
月
に
入
っ
て
か
ら
も
相
変
わ

ら
ず
真
夏
日
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ご
ろ
よ
う
や
く
秋
の
気

配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
先
だ
っ
て
、
市
の
博
物
館
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
ら
、
ほ
く
ほ
く
線

開
通
後
、
昨
年
に
比
べ
て
お
客
様

が
2
割
近
く
増
加
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
係
の
方
は
、
金
沢

方
面
の
方
が
増
え
た
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
春
の
ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
と

し
て
企
画
さ
れ
た
“
ほ
く
ほ
く
ツ

ア
ー
”
は
、
ほ
く
ほ
く
線
、
沿
線

の
観
光
関
係
施
設
、
市
町
村
役
場

な
ど
関
係
職
員
が
、
首
都
圏
の
J

R
東
日
本
各
駅
の
“
び
ゅ
う
”
な

ど
を
精
力
的
に
訪
れ
妻
有
郷
の
P

R
に
努
め
ま
し
た
が
、
著
し
い
成

果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
博
物
館
の
例
の
よ
う

に
追
い
風
効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て

継
続
的
な
P
R
を
行
い
、
先
進
観

光
地
に
近
付
け
る
よ
う
な
成
果
を

得
た
い
も
の
で
す
。

　
8
月
2
6
日
、
新
潟
県
主
催
の
観

光
説
明
会
が
、
「
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ

ル
」
で
あ
り
ま
し
た
。
越
後
妻
有

郷
観
光
協
議
会
な
ど
県
内
1
6
地
区

の
観
光
協
会
関
係
者
、
旅
行
工
ー

ジ
ェ
ン
ト
ー
0
社
、
旅
行
誌
1
0
社
な

ど
総
勢
1
2
0
人
が
一
堂
に
会
し

て
、
各
地
区
毎
に
1
社
ず
つ
説
明

懇
談
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
が
ら
も
十
分
妻
有
郷
の

魅
力
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
各
社
の
関
心
は
、
自
然
の
景
観
、

特
に
「
花
」
に
あ
る
よ
う
で
す
。

壮
大
な
土
地
に
花
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
こ
と
が
旅
行
者
に
魅
力
の
よ
う

で
す
。
妻
有
郷
も
こ
の
よ
う
な
景

観
が
で
き
れ
ば
来
訪
者
は
増
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
事
務
所
に
「
十

日
町
に
行
っ
て
み
た
い
が
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
欲
し
い
」
等
と
、
十

日
町
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
方
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
東
京
事
務
所
も

知
ら
れ
て
き
て
い
る
な
と
感
じ
ら

れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

平成9年9月25日号9



相談コーナー
①定例行政相談　　　　10月13日（月）

②交通事故相談　　　　10月13日（月）

③巡回内職相談　　　　10月17日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
1
0

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

か
け
ま
せ
ん
か

あ
っ
た
か
ク
ラ
シ
ツ
ク
パ
ー
ト
H

～
「
ヤ
ン
・
ホ
ラ
ー
ク
」

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
～

霧
日
時
”
1
0
月
7
日
㈹
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
雛
場
所
H
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
影
演
奏
曲

目
目
ソ
ナ
タ
・
テ
ン
ペ
ス
ト
（
べ
ー
ト
ー

ベ
ン
）
、
舟
歌
O
P
6
0
（
シ
ョ
パ
ン
）
ほ
か

霧
チ
ケ
ッ
ト
H
大
人
”
3
千
円
（
当
日
3

千
5
百
円
）
小
・
中
学
生
“
千
5
百
円
（
当

日
2
千
円
）
2
階
席
”
2
千
円
纏
チ
ケ
ッ

ト
申
込
み
H
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
ま
た
は
フ

ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
（
智
58
1
2
3
6
0
）

へ
。徳

田
茂
氏
講
演
会

笏
日
時
H
1
0
月
11
日
㈹
午
後
2
時
～
影
場

所
H
公
民
館
本
館
（
4
階
・
講
堂
）
霧
入

10月9日㈲大塚勝弁護士
10月23日休）高橋信行弁護士

午後1時30分～4時　。

会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

11

場
料
H
与
百
円
（
1
8
歳
未
満
無
料
）
獲
講

師
H
徳
田
茂
氏
（
金
沢
市
・
松
任
市
内
の

障
害
児
通
園
施
設
代
表
）
霧
演
題
H
い
っ

し
ょ
に
生
き
る
っ
て
す
て
き
だ
な
霧
間
合

せ
H
春
日
（
智
57
1
0
3
9
4
）
ま
た
は

庭
野
（
52
－
5
1
3
8
）
へ
。

桑
原
昭
夫
写
真
展

霧
日
時
H
9
月
2
7
日
ω
～
1
0
月
2
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
最
終
日
の
み

午
後
5
時
ま
で
）
霧
場
所
H
公
民
館
本
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
霧
間
合
せ
H
公
民
館
本
館

（
費
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

孔
版
画
展

雛
日
時
“
1
0
月
3
日
樹
～
8
日
㈱
午
前
9

時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
最
終
日
の
み
午
後

5
時
ま
で
）
纏
場
所
H
公
民
館
本
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
霧
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
へ
。

第
8
回
消
防
ひ
ろ
ば

霧
日
時
H
1
0
月
1
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
笏
場
所
H
川
西
中
学
校
（
雨
天
の
場

合
は
同
校
体
育
館
）
笏
内
容
H
消
防
士
体

…窮膨瀾鋸讐蟹驚慰：ヌ

雷輩日町市観灘情報、57嶺0500

窟くおしのダ鍵『ヤ叢025嫌285・7000

9／29～10メ6　鎌成無者の契約

10／6～10／13消費生活相談事例

　　　　　～家庭教師派遣の契約の時
　　　　　翼わされた、高額な教材～

聯13～鯉20試買曇スト結果£通信販売
　　　　　の予供瀦ジヤツ封

騨2簾10／27藩供の通信販売隣ブル

鰹27～覗潔　小学生の盤活体験

験
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
・
救
急
指
導
コ
ー
ナ

ー
、
綿
あ
め
・
風
船
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
影
問

合
せ
U
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
費
5
7
1

1
5
5
5
）
へ
。

第
5
回
有
名
駅
弁
大
会

雛
日
時
H
1
0
月
5
日
㈲
午
前
n
時
～
纏
場

所
H
コ
モ
通
り
（
高
田
町
・
大
光
銀
行
前
）

霧
内
容
H
横
川
駅
釜
め
し
、
高
崎
だ
る
ま

弁
当
ほ
か
綴
前
売
券
発
売
所
n
青
山
商

店
、
か
や
も
り
（
当
日
売
り
も
有
り
）
霧

間
合
せ
n
こ
ん
ぜ
ん
H
（
智
麗
1
3
7
1

1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
1
0
月
2
日
㈲
・
1
6
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
笏
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童

家
庭
係
へ
。

◆
青
少
年
ホ
ー
ム
受
講
生
募
集
　
勿
講
座

　　　　　　　　　　　　霧

　　　　　　　　　講
　　　　　　　　蕪　　　　　　灘購
　　　　灘
　　　灘

礁

㎜
コ
ー
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
灘

鉄
道
の
日
に
合
わ
せ

，
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
1
0
月
1
4
日
㈹
は
鉄
道
の
日
。
今
春
開
業
し
た
ほ
く
ほ
く
線
の
十
日
町
駅

構
内
に
お
い
て
も
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
1
0
月
1
2
日
㈲
は
、
一
日
駅
長
に
国
際
交
流
員
の
ア
ド
ゥ
ア
．
カ
ス
タ
ー

ニ
ョ
さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
朝
礼
・
特
急
の
出
発
合
図
・
車
内
で
の
記
念
品

の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
十
日
町
駅
構
内
に
お
い
て
、
ほ
く
ほ
く
線
の
写
真
展
、

6
8
1
系
特
急
や
H
K
1
0
0
形
普
通
電
車
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
模
型
走
行

な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
★
期
間
　
1
0
月
1
0
日
働
～
1
4
日
㈹

　
★
場
所
　
ほ
く
ほ
く
線
・
十
日
町
駅
構
内

　
　
　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
・
十
日
町
駅
～
ま
つ
だ
い
駅
間
の
車
内

北越急行684系
　　新型特急（スノ・一ラビット）で行く

加賀・山代潟泉の旅

　　参掘者募集中
10月8日

　～9日

　ほくほく線の開業を記念珍て、スー

パー特急驚行く北陸の旅が鍵施灘擁ま

す．申膨込みはお黒め緯。

★費　駕　認，80鯛

　　　　　　薙張圏簿駅乗謙の場奮妻

★締　翻　9月舗圏㈹』

糞辮込先叢盤観髭㈱縫駿一魏鱒
★闘奮撞　ぽ《ほく線沿線地載i振興蓮

　　　　　絡協議会事務局締圏購辮

　　　　　薦霊観髭課饗麗一§驕勲

70



名
“
エ
ァ
ロ
ビ
ク
ス
（
後
期
）
笏
期
問
H

10
月
1
3
日
～
1
2
月
1
5
日
の
月
曜
日
午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
（
計
8
回
）
笏
場
所
H
青

少
年
ホ
ー
ム
軽
運
動
場
笏
対
象
”
1
8
～
3
0

歳
ま
で
の
男
女
笏
定
員
H
2
0
人
（
先
着
順
）

笏
受
講
料
目
千
5
百
円
（
前
期
受
講
生
は

8
百
円
・
ホ
ー
ム
利
用
未
登
録
者
は
ほ
か

に
協
議
会
費
5
百
円
と
傷
害
保
険
料
2
5

0
円
を
徴
収
）
笏
講
師
月
大
口
悦
子
さ
ん

　
（
ス
タ
ジ
オ
J
＆
A
）
笏
申
込
み
目
1
0
月

9
日
㈲
ま
で
に
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智
5
7
－

8
9
1
8
）
へ
。

◆
県
職
員
（
国
際
行
政
職
）
募
集

笏
採
用
予
定
人
数
H
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、
ロ
シ
ア
語
と
も
各
1
人
程
度
（
上

級
相
当
）
笏
申
込
期
間
H
1
0
月
6
日
㈲
～

27
日
㈲
笏
選
考
考
査
日
H
1
次
一
n
月
2
5

日
㈹
、
2
次
“
1
2
月
1
6
日
㈹
笏
問
合
せ
ロ

新
潟
県
人
事
課
任
用
組
織
係
（
暦
幡
－
獅

ー
5
5
1
1
内
線
2
1
4
6
）
へ
。

◆
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
体
験
記
」
募
集

笏
テ
ー
マ
H
働
き
な
が
ら
育
児
ま
た
は
介

護
を
両
立
さ
せ
た
体
験
記
な
ど
笏
規
定
目

①
姻
字
詰
め
原
稿
用
紙
4
～
5
枚
程
度
②

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番
号

明
記
の
こ
と
（
発
表
の
際
匿
名
を
希
望
す

る
人
は
そ
の
旨
明
記
の
こ
と
）
③
未
発
表

作
品
に
限
る
笏
資
格
ロ
ー
0
年
く
ら
い
の
間

に
勤
務
を
し
な
が
ら
育
児
ま
た
は
介
護
を

体
験
し
た
人
笏
申
込
み
H
1
0
月
末
日
ま
で

に
働
2
1
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所
（
〒

蜘
新
潟
市
東
大
通
2
1
4
1
1
0
智
伽
－
脚

ー
5
6
6
0
）
へ
。

◆
美
し
い
新
潟
の
む
ら
景
観
コ
ン
テ
ス
ト

笏
対
象
H
各
市
町
村
に
実
在
す
る
景
観
笏

規
定
”
①
写
真
の
場
合
は
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ

ズ
②
ビ
デ
オ
の
場
合
は
1
0
分
以
内
の
作
品

笏
間
合
せ
H
農
林
課
農
業
振
興
係
へ
。

◆
ヤ
ン
グ
・
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ン

テ
ス
ト
新
潟
県
大
会
　
笏
日
時
H
1
1
月
1
6

日
㈹
笏
場
所
日
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
笏

テ
ー
マ
H
ご
は
ん
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

料
理
（
ご
は
ん
で
つ
く
る
元
気
メ
ニ
ュ
ー
）

笏
募
集
部
門
・
条
件
H
①
小
・
中
学
生
部

門
（
小
学
5
年
生
以
上
）
②
高
校
生
部
門

③
一
般
部
門
※
各
部
門
と
も
一
作
品

（
4
人
分
）
千
円
以
内
で
作
れ
る
も
の
笏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

申
込
み
H
1
0
月
1
7
日
働
ま
で
に
十
日
町
食

糧
事
務
所
（
智
5
7
－
6
5
2
1
）
へ
。

◆
プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集
　
笏
応
募

資
格
H
中
学
生
以
上
の
個
人
笏
応
募
規
定

H
①
A
3
版
の
白
色
用
紙
1
枚
以
内
に
形

状
や
寸
法
・
模
様
が
分
か
る
よ
う
に
記
載

②
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
）
、

電
話
番
号
、
作
品
の
説
明
を
記
載
の
こ
と

勿
申
込
み
ロ
ー
0
月
31
日
働
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
勧
新
潟
県
都
市
緑
化
セ
ン
タ

ー
「
プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
係

（
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町
5
1
1
費
幡
－
朧

1
5
5
1
0
）
へ
。

◆
魚
沼
菊
花
展
浦
佐
菊
祭
作
品
募
集

笏
期
問
“
1
0
月
2
8
日
㈹
～
H
月
8
日
ω
笏

会
場
”
浦
佐
普
光
寺
毘
沙
門
堂
笏
搬
入
”

10
月
2
5
日
出
笏
間
合
せ
H
岡
村
徳
治
（
暦

57
1
5
0
7
6
）
ま
た
は
水
落
菊
治
（
盈

55
1
2
0
9
8
）
へ
。

◆
労
働
社
会
保
険
関
係
無
料
相
談
会

笏
日
時
H
1
0
月
1
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
笏
場
所
H
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
笏
相

談
員
H
県
社
会
保
険
労
務
士
会
長
岡
支
部

の
社
会
保
険
労
務
士
笏
問
合
せ
H
澤
野
利

弘
（
暦
52
r
4
7
4
4
）
へ
。

◆
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
所
　
笏
日
時

H
1
0
月
1
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏

場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内
容
H
土
地
、
営
業

許
可
、
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
ほ
か
笏

問
合
せ
H
風
巻
事
務
所
（
智
6
5
－
3
9
0

3
）
へ
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

笏
期
間
”
1
0
月
1
日
㈱
～
7
日
㈹
勿
場
所

H
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
笏
内
容
H
登

記
、
供
託
、
裁
判
所
提
出
書
類
の
作
成
な
ど

笏
相
談
料
H
無
料
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
司

法
書
士
会
（
暦
鰯
－
蹴
1
1
5
8
9
）
へ
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
…
番

笏
日
時
H
1
0
月
1
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
笏
電
話
番
号
”
幡
ー
泌
ー
5
0
9
0

（
当
日
限
り
）
笏
相
談
料
H
無
料

◆
普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作
業
主
任

者
技
能
講
習
会

笏
講
習
会
場
・
日
時
・
定
員

講　 習建
期田・時聞員

11月19日㈱
9：00～1710050

11月20日（木）人

9：00～16：00

講習会場
会
場
名

　日本生命
新　　新潟ビル

潟新潟市
　　東大通2－4－10

12月2日（火）

9：00～17：0050

12月3日（水）人

9：00～16：00

　ポリテク
長センター新潟

岡長岡市
　　　住吉3－3－1

注①受付は8時30分より②駐車
　場はありませんので車はご遠慮
　ください。③講義中の呼び出し

　は固くお断りします。

笏
受
講
料
H
7
千
円
（
非
課
税
・
教
材
費

別
）
笏
問
合
せ
月
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会

新
潟
支
部
（
智
幡
－
踊
1
7
5
3
5
）
へ
。

◆
6
月
か
ら
9
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
　
6
月
か
ら
9
月
分
ま
で

⑯

高
齢
者
・
障
害
者
向
け

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム

　
　
補
助
事
業
ス
タ
ー
ト

　
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
方
な

ど
が
、
少
し
で
も
快
適
な
住
宅
環

境
の
下
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

住
宅
改
造
に
対
し
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
が
9
月
1
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
家

庭
内
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
介

護
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、

在
宅
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
世
帯
や
改
築
方
法
な
ど
に
若
干

制
約
が
あ
り
、
す
べ
て
の
世
帯
が

対
象
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。［

補
助
対
象
世
帯
］

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
項
目
に
該
当
す
る
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
身
体
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者

　
　
（
準
寝
た
き
り
・
寝
た
き
り
）

　
が
い
る
世
帯
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
ま

　
た
は
療
育
手
帳
A
の
所
持
者
が

　
い
る
世
帯
。

※
た
だ
し
、
①
世
帯
員
全
員
の
収

　
入
合
計
が
年
間
6
百
万
円
未
満

　
で
あ
る
こ
と
②
住
宅
は
高
齢
者

　
等
の
本
人
が
居
住
し
て
い
る
も

　
の
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

　
ま
す
。

［
補
助
対
象
工
事
箇
所
］

　
居
室
、
廊
下
、
ト
イ
レ
、
台
所
、

洗
面
所
、
浴
室
、
階
段
、
玄
関
、

玄
関
先
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

●
改
造
の
例
と
し
て
は

・
和
室
を
洋
室
に
改
造
す
る
。

・
部
屋
、
廊
下
、
洗
面
所
、
浴
室
、

　
階
段
等
に
手
す
り
を
付
け
る
。

・
建
物
内
の
段
差
を
解
消
す
る
。

・
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
変
え
る
。

・
浴
槽
を
据
え
置
き
型
か
ら
半
埋

　
め
込
み
式
に
変
え
る
。

・
階
段
に
す
べ
り
止
め
を
付
け
る
。

・
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
。

・
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

　
す
る
。

な
ど
で
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
県
と
市
が
2

分
の
ー
ず
つ
の
運
営
費
を
負
担
し

な
が
ら
行
う
事
業
で
す
。
該
当
す

る
方
々
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
高
齢
福

　
祉
係
（
姪
5
7
1
3
1
1
1
内
線

　
1
3
5
）
へ
。
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の
児
童
手
当
を
1
0
月
9
日
㈲
に
受
給
者
の

皆
さ
ん
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
児
童

手
当
は
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
そ
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な

い
と
き
、
1
人
目
の
児
童
か
ら
そ
の
児
童

が
3
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

笏
支
給
額
H
1
・
2
人
目
“
月
額
5
千
円
、

3
人
目
以
降
“
1
人
に
つ
き
1
万
円
の
問

合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
募
金
　
8
月
2
3
日
…
田
・
2
4
日
㈲
に
ジ

ャ
ス
コ
十
日
町
店
、
田
倉
前
で
行
い
ま
し

た
2
4
時
間
テ
レ
、
ビ
「
愛
は
地
球
を
救
う
2
0
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
に
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
総
額
6
0
7
、

3
9
8
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金

は
、
2
4
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員

会
に
送
金
さ
れ
、
在
宅
福
祉
や
福
祉
車
両

の
購
入
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

◆
ス
プ
レ
ー
塗
料
回
収
の
お
願
い

　
平
成
2
年
1
0
月
に
製
造
を
中
止
し
た
ア

サ
ヒ
ペ
ン
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ー
黒
・
ツ
ヤ
消

し
黒
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ミ

ニ
ス
プ
レ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
・
ツ
ヤ
消
し
ブ
ラ

ッ
ク
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
製
造
後
約
5

～
6
年
経
過
す
る
と
、
一
部
商
品
の
容
器

に
サ
ビ
が
発
生
す
る
と
と
も
に
内
圧
が
上

が
り
、
高
温
時
に
中
身
が
も
れ
た
り
、
容

器
が
破
裂
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

お
手
乖
に
該
当
商
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

動
か
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
左
記
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
勿
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

H
O
1
2
0
1
3
0
7
4
4
7
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

雛
日
時
H
1
0
月
7
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
2
時
3
0
分
霧
場
所
U
川
西
町
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
擁
参
加
費
“
無
料
籔
集

合
H
当
日
8
時
1
5
分
ま
で
に
市
役
所
正
面

一
－0

　※夜間の事故に気を付けましょう
　これからの時期は、日一日と夕暮れが早ま

り、例年夕方から夜間にかけて交通事故が多

発します。

　特に高齢者の被害事故が多く、平成8年中

に県内でこの時間帯に47人が死亡しています。

8月中の交通事故発生状況　　　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
9年 20（134） 21（150） 0（2）

8年 30（150） 38（184） 0（1）

無意識にしていませんか？危険な行動
車の直前直後の横断…最も危険

横断歩道外の横断…特に運転者から見落とされやすい

安全不確認横断…いつでも、どこでも安全確認を

自転車の無灯火は大変

危険です。　　　　　　　心
夜間・轍に遭った自転車　掩　『

は、ほとんどが無灯火運転で　1　ト　　員

す。必ずライトを点灯し「見　　　・

てもらう」ことが大切です。

膨
申
込
み
H
1
0
月
1
日
㈱
ま
で
に
市
民
生

活
課
生
活
環
境
係
へ
。

女
性
の
た
め
の

更
年
期
健
康
セ
ミ
ナ
ー

霧
日
時
目
1
0
月
2
3
日
㈲
、
2
9
日
㈱
午
後
1

時
～
3
時
3
0
分
、
n
月
5
日
㈱
午
前
9
時

30
分
～
午
後
3
時
霧
場
所
H
十
日
町
保
健

所
霧
内
容
“
①
医
師
に
よ
る
講
話
②
か
ら

だ
に
い
い
体
操
③
お
し
ゃ
べ
り
会
ほ
か
霧

定
員
H
2
0
人
程
度
（
先
着
順
）
膨
申
込
み

H
1
0
月
1
1
日
ω
ま
で
に
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
－
2
4
0
0
）
へ
。

第
2
7
回
公
開
登
山

纏
日
時
H
1
0
月
1
9
日
㈲
霧
場
所
H
雨
飾
山

　
（
標
高
1
9
6
3
m
）
霧
定
員
目
4
0
人
（
先

着
順
）
霧
参
加
費
H
大
人
“
5
千
円
、
中

一
学
生
以
下
”
3
千
円
霧
申
込
み
“
公
民
館

本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
霧
説
明
会
H

10
月
1
4
日
㈹
午
後
7
時
3
0
分
～
公
民
館
本

館
霧
間
合
せ
U
十
日
町
お
だ
ま
き
山
の
会

　
（
羽
鳥
孝
子
盈
52
1
3
9
5
8
）
へ
。

轍ス
ボ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
6
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
〉
　
霧
日
時
H
1
0
月
1
9
日
㈲
午
前
8

時
3
0
分
～
受
付
開
始
霧
場
所
目
総
合
体
育

館
雛
種
目
H
女
子
の
部
、
男
女
混
合
の
部

笏
チ
ー
ム
編
成
H
ー
チ
ー
ム
4
人
～
8
人

笏
参
加
費
H
2
千
円
笏
申
込
み
H
1
0
月
9

日
㈲
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
暦
5

2
1
4
3

7
7
）
へ
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

卓
球
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
十
日
町
市
卓
球
協
会

　
卓
球
競
技
は
、
季
節
や
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
、
広
い
競
技
場
も
い

ら
ず
、
し
か
も
最
低
二
人
で
楽
し

め
る
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ま
た
、
年
齢
に
合
っ
た
運
動
量

で
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
各
種
の
大
会
を
開
催

　
市
の
卓
球
協
会
は
、
川
西
町
を

は
じ
め
と
す
る
郡
内
は
も
と
よ
り
、

魚
沼
2
市
3
郡
や
県
内
の
関
係
者

の
協
力
に
よ
り
、
各
種
の
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
小
学
生
か
ら
5
0

歳
以
上
の
社
会
人
ま
で
、
各
種
目

に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

　
主
な
大
会
を
紹
介
し
ま
す
。

4
月
…
郡
市
硬
式
卓
球
大
会

5
月
…
魚
沼
2
市
3
郡
卓
球
大
会

6
月
…
県
民
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
大
会

7
月
…
ほ
く
ほ
く
沿
線
卓
球
大
会

8
月
…
カ
デ
ッ
ト
卓
球
大
会

10

月
…
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11

月
…
郡
市
オ
ー
プ
ン
大
会

　
ま
た
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
に
も
大
勢
が
出
場
し
、

数
々
の
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
ほ

か
、
新
潟
県
の
ラ
ン
キ
ン
グ
選
手

と
し
て
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い

る
選
手
も
い
ま
す
。

・
練
習
は
ど
な
た
で
も

　
練
習
は
、
中
学
・
高
校
生
は
学

校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
中
心
で
す

が
、
社
会
人
は
夜
間
の
学
校
開
放

や
体
育
館
で
の
練
習
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
の
卓
球
教
室
で
は
、

中
学
生
も
社
会
人
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
積
極
的
に
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

　
主
な
練
習
会
場
を
紹
介
し
ま
す
。

・
市
民
体
育
館
…

　
　
毎
週
木
曜
午
後
7
時
3
0
分
～

・
下
条
中
学
校
…

　
　
毎
週
水
曜
午
後
8
時
～

・
水
沢
中
学
校
…

　
　
毎
週
水
曜
午
後
7
時
3
0
分
～

　
ま
た
、
総
合
体
育
館
の
卓
球
場

は
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
健
康
増
進
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
、
あ
な
た
も
気
軽
に
練

習
や
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
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酒
害
の
相
談

雛
目
時
H
1
0
月
1
7
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
霧
場
所
”
十
日
町
保
健
所
霧
問
合
せ

口
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
－
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

保
健
所
健
康
診
断

霧
目
時
H
1
0
月
9
日
㈲
午
後
－
時
3
0
分
～

3
時
霧
場
所
H
十
日
町
保
健
所
霧
担
当
医

日
石
川
医
師
（
津
南
病
院
）
霧
問
合
せ
U

十
日
町
保
健
所
へ
。

風
し
ん
の
予
防
接
種

　
～
事
前
に
申
し
込
み
を
！
～

雛
対
象
児
”
平
成
3
年
4
月
2
日
～
6
年

10
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
、
麻

し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
か
、
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
子
。
（
必
ず
麻

し
ん
の
後
に
接
種
し
ま
す
）
霧
受
け
ら
れ

な
い
子
”
①
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
②
1
年
以
内
に
生

ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
・
麻
し
ん
・
お
た
ふ

く
・
B
C
G
）
を
受
け
た
子
笏
受
付
期
間

H
1
0
月
1
日
㈱
～
9
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時
霧
接
種
日
H
1
1
月
4
日
㈹
・

6
日
㈲
・
7
日
樹
の
中
で
指
定
さ
れ
た
日

雛
申
込
み
H
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う

え
、
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。
霧
注

意
事
項
H
平
成
1
1
年
度
ま
で
は
、
小
学
校

1
年
生
で
も
接
種
し
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
幼
児
期
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

定
例
社
会
保
険

相
談
所
開
設
日
の
変
更

霧
日
時
口
平
成
9
年
1
0
月
か
ら
毎
月
第

2
、
第
4
水
曜
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

に
変
更
（
当
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日

ま
た
は
翌
々
日
に
変
更
）
霧
場
所
H
十
日

町
織
物
工
業
協
同
組
合

県
単
独
医
療
費
助
成
事
業
に

よ
り
受
診
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　
医
療
保
険
各
法
の
改
正
に
よ
り
、
9
月

診
療
分
か
ら
、
県
老
・
県
障
・
県
乳
・
県

親
の
助
成
制
度
に
よ
り
受
診
さ
れ
て
い
る

人
は
、
次
の
と
お
り
病
院
等
の
窓
口
で
老

人
医
療
対
象
者
と
同
額
の
一
部
負
担
金
を

お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現　　行 改　　正　　後

1　回　　　　　　500円
外来 1か月1，020円 同じ医療機関で4回までは

負担（5回目以降は無料）

入院 1日　　710円 1　日　　　　　1，000円

種類と日数に応じた額
例…内服薬1日分当たり

1種類　　　　0円
薬剤 な　　し 2～3種類　30円

4～5種類　60円
6種類以上　100円

（6歳未満の方は無料です）

笏
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
予
防
係
へ
。

の休日救急医甲

医院（袋町中）智52－2174

病院（中里村）費63－2111

　体育の日

巻医院　（川西町）a68－2018

科医院（山本町1）岱52－7066

医院　（津南町）暦66－2877

病院（北原）姪57－3018

医院（下条中央通り）岱55－2003

陥
口
愚
譜
酷
山
晶
・

5
山
上
1
0
第
1
2
大
n
長
中
2
6
山

むし歯のないよい歯の子
　8月の3歳児健診を受けた子30人

者
祐
　
夫
　
　
　
朗
樹
　
男
　
久
久
彦
　
明

護
　
〃
佐
〃
〃
武
志
　
徹
　
誠
　
　
　
武

保
佳
　
伊
　
　

豪
秀
　
石
　
武
一
俊
　
高

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
翻
〃
〃
綿
瓢
錨
劉
轡
螂

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
ノ
曳
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
祐
吾
人
人
人
基
地
太
子
と
人
り
愛
貴
菜
南
志

子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

の
洋
佳
弘
優
聖
由
大
裕
桃
勲
雅
ヵ
　
康
可
杏
誉

歯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

凝
林
林
　
　
山
川
沢
澤
田
畑
坂
澤
藤
橋
辺

　
小
小
柳
柳
柳
中
布
滝
宮
岩
津
保
前
佐
高
渡

10月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

15日
休）

午後1時10分

　～1時45分
6年4月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

16日
休）

午後1時10分

　～1時45分
8年4月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

29日
体）

午後1時10分

　～1時30分
9年6月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
21日
（火〉

午前9時30分

～10時15分

7年4月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

28日
（火）

8年12月
生まれの乳児

隣舗罰

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年5月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。11月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、10月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

10月の健康相談

会　場 期日 時　　　間

保健センター 6・13・20・27B（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター

14日（火〉

午前9時～11時30分

大細コミュニティーセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 弗

斗士

17日㈹

午前9時～U時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

24日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

※問合せ二健康福祉課健康増進係

10月の献血車
◆全血献血　14日（火）（終日）吉沢織物㈱

　　　　　29日㈱（終日）十日町市役所

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　1日㈱（終日）十日町市役所
　　　　　20日（月）（終日〉十日町建設会館

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　皆さん、前回はコモ湖畔の美しい別荘ビッラ・オルモ（コ

モ市）を訪れることができ、。いかがでしたか。今回は湖畔

をもう少し北上し・ほかの別荘を見に行きませんか。ビッ

ラ・デステ（コモ市の隣、チェルノッビオ市）です。16世

紀半ば、トロメオ・ガッリオという大富豪の枢機卿によっ

て建てられまじ…た。1815年にはイギリス王女が住むように

なり、ルネサンス時代に活躍したイタリア貴族のデステ家

に感心を寄せていた王女が「デステ」と名付けました。そ

のあと約50年後にはロシア皇后に所有権が移り、住まいと

ともに社交界の舞台として使われてきました。

1873年には高級ホテルとなり、現在は豪華な5つ星ホテ

うさぎの人参育て
　　　　　　総合マクト

を種

・～㌧め＝◎

　　　㌧め之

，
　
　
ρ

α
。
・
鮪

（
マ
　
、
9

ヤ
贋
卜

㌧
　
　

，
9

緬御

覧

ヤ1、詳槻

ルとして世界で最も美しいホテルの一つに数えられ、毎年、

大勢の要人や著名人が滞在しています。大理石の彫像、噴

水、古代ローマの遺跡、生い茂った植物群などは注目に値

します。訪れたならば少なくとも一泊はすべきです。

　今年、十日町ロータリークラブが姉妹提携（1987）を結

んだコモ・ロータリーに50点の十日町市の様子を撮影した

写真パネルを贈呈しましたが、その写真展をビッラ．デス

テで計画しているとの情報があります。毎年7月から9月

までコモ・ロータリーの会議場にもなっています。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カス外ニョさん．イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください．

ス、クーρレNOW

プール納め・着衣泳

　　真田小学校

溺．18

灘

織瀞 燦　
勲　
瀬

鹸
伽
榊

　
懸
懸

鞭
　
　
　
　
　
醸
懸

醗 　
　
灘

警　　鰍
　鞭

澱 灘瀬

灘　
欝　
慧

　「体に大きな石が付いているみたい。」

　真田小では9月4日㈱、今年度のプール

納めの日に、恒例の着衣泳を行いました。

これは水の事故から身の安全を守る技術を

ら局め、万が一の事態に適切に対応できるよ

うになることを目的としています。

　10人の子供たちは、夏休みのプール開放

に積極的に参加し、健康と同時に泳力も鍛

えました。ところが、この日はちょっと勝

翔
　手が違います。

　　ある子1よこんな感想を述べました。「服

　がとても重くなって、水着で泳ぐ時みたい

　に簡単に泳げませんでした。水に落ちたら、

　落ち着いて、着衣泳で習ったことを思い出

　さなきゃなあと思いました」

、　30分ほどの活動でしたが、安全への意義

　　　　　灘を呼び覚ますことはできたと思います。r災

　　　灘　害は忘れたころにやってくる」の例えカミあ

　　　灘難　、ります。常日ごろから「備え」をもってい

。．、一．’．　なければいけないと、一同心に刻みました。

ホ
ッ
ト
ひ
と
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
編
・
集
・
室

　
8
．
9
ぺ
ー
ジ
の
「
ボ
イ
ス
ア
ッ
プ
」
、
今

回
は
信
濃
川
の
思
い
出
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。
豊
富
な
水
源
が
格
好
の
遊
び
場
、

漁
労
の
場
、
舟
を
操
っ
て
の
生
計
の
場
、
さ

ら
に
昔
は
交
易
を
も
た
ら
し
、
町
を
つ
く
る

大
事
な
行
路
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
博
物
館
所
蔵
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
は
、

信
濃
川
と
人
々
と
の
か
か
わ
り
、
共
存
す
る

様
子
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
聞
き
し
た
直
後
の
1
8
日
朝
の
テ
レ
ビ
で
、

塙
知
県
四
万
十
川
の
「
ツ
ガ
ニ
漁
」
の
様
子

力
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
正
体
は
須

藤
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
「
モ
ズ
ク
ガ
ニ
」

で
す
。
タ
方
に
仕
掛
け
た
網
を
翌
朝
引
き
上

げ
る
と
何
匹
も
の
モ
ズ
ク
ガ
ニ
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
代
表
す
る
秋
の
味
覚
で
、
こ
の
漁

が
始
ま
る
と
秋
が
き
た
こ
と
を
実
感
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。
四
万
十
川
は
日
本
有
数
の
清

流
と
聞
い
て
い
ま
す
。
生
き
物
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
か
ら
こ
そ
の
証
し
で
し
よ
う
。

　
住
み
や
す
い
町
、
温
も
り
の
あ
る
町
は
、

人
澗
佑
住
き
物
も
住
み
、
ま
た
集
ま
っ
て
く

る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
十
日
町
市
の
良
き

思
い
出
．
顔
・
シ
ン
ボ
ル
…
歩
み
は
遅
い
な

が
ら
も
、
見
つ
け
出
し
育
て
て
い
く
『
員
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
一
人
と
し

て
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
ず

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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